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を発現したが、それから PASドメインを欠損すると AP活性は構成的となった。以上の結果は SphSの疎水
領域がリン酸シグナルの検知に関わると言うよりはむしろ、細胞膜に局在させるために必須であることが示
された。実際、大腸菌内で SphSと SphSの疎水領域を NrsSの疎水性領域を置換した分子を発現すると、膜
画分に局在し、疎水性領域を欠損した SphSは可溶性画分に回収されることを示した。さらに他のラン藻や
バクテリアめ持つ、SphSホモログの PASドメインに共通するアミノ酸残基を順次 Alaに置換したところ、
N89Aと R121Aの 2つの残基の置換により、SphSのリン酸応答性が変化した。 N89Aは常に AP活性を発現
できず、R121Aは PASの欠失の場合と同様に構成的に APを発現した。以上の結果からこれらの残基がリ
ン酸応答性に重要な役割を果たす可能性が示唆された。
　第 2章では、リン酸イオンセンサーの制御因子として知られている SphUと SphSとの関わりについて解
析した。SphUの欠失は、SphSの PASドメインの欠失時と同様に、AP活性を構成的に発現するようになる。







インの機能喪失性変異体 R121Aについても、酵母 2 ハイブリッド法で検証した。大変興味深いことに




審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究では、ラン藻 Synechocystis sp. PCC 6803 のリン酸イオンセンサー SphSについて、改変型 SphSを
SphS欠損株で発現させ、リン酸欠乏の指標となるアルカリホスファターゼ（AP）の活性によりそれらの機
能を評価した。さらに SphSの調節因子として知られていた SphUが、直接 SphSの特定の領域（PASドメイ
ン）と相互作用することを示した。その結果、SphSに存在する疎水性領域が活性の発現に必要なこと、PAS
ドメインがリン酸応答に必要なこと、PASドメインの活性は SphUにより調節を受けることを明らかにした。
多くのバクテリアのセンサーキナーゼについて、キナーゼ活性の調節の分子機構が不明な段階で、その機構
の一端を解明した本研究は、微生物の環境応答、環境適応に関する貴重な情報を提供する極めて重要なもの
であり、高く評価できるものである。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
